
リービ英雄と温又柔

―台湾との関わりを持つ外国人日本語作家―

名古屋大学大学院博士課程 張 雅婷

はじめに

1990 年代以降、日本語で小説の創作を行なう外
国人作家たちが日本文壇に続々と登場する。彼ら
は、従来の植民地文学や在日文学の歴史的要素と
は違って、あえて自らの意思で母語以外の日本語
を創作の手段として選択したのである。その先駆
けとなるのは、デビュー作の『星条旗の聞こえな
い部屋』（1992）で野間文芸新人賞を獲得し、西洋
出身の日本語作家として脚光を浴びたリービ英雄
（アメリカ）と言ってもよいであろう。それ以降、
デビット・ゾペティ（スイス）、楊逸（中国）、シ
リン・ネザマフィ（イラン）と温又柔（台湾）ら
が登場し、各種文学賞を受賞して、注目されてい
る。その中で、リービ英雄と温又柔という二人の
作家を見ると、実人生や創作の中で「台湾」が重
要な位置を占めていることが分かる。リービは台

湾で子供時代を過ごしているが、温は台湾人の両
親を持ちながらも、日本育ちである。二人はそれ
ぞれ異なる境遇におかれてはいるが、同じ日本語
で台湾に対して抱える思いをしばしば作品の中に
書き入れたのである。

1．台湾との関わり―作家の生い立ち

リービ英雄（Ian Hideo Levy, 1950～）は、ユダ
ヤ系アメリカ人で、父の外交官の仕事のため 1950
年代後半を台湾で幼少期を過ごした。その後、両
親の離婚でしばらく母と重度の知的障害を持つ弟
と共に香港に滞在した後、アメリカに戻った。一
方、父は台湾で知り合った上海出身の中国人女性
と再婚し、横浜のアメリカ領事館に転任した。そ
して、1967 年に横浜の父を訪ねた体験が、彼の日
本語人生を切り拓く契機となったのみならず、デ
ビュー作の創作にも繋がった。帰米後、大学で日
本文学を専攻し、万葉集の研究で博士学位を取得
した。プリンストン大学とスタンフォード大学で
教鞭を執ったが、1990 年に作家活動に専念するた
めに日本に移住した。現在は法政大学の教授であ
る。
一方、温又柔（おん・ゆうじゅう, 1980～）は台

北生まれ、3歳の時に父の赴任に伴って日本に移
住した。2006 年法政大学大学院を修了し、彼女の
創作活動に励む。リービ英雄とは師弟関係でもあ
る。2009 年、小説の「好去好来歌」で第 33 回すば
る文学賞佳作に選ばれた。その後、文芸誌『すば
る』に「来福の家」（2010）を発表し、翌年にこの
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二作を併録した同名の小説『来福の家』（2011）を
刊行した。小説に登場する女主人公は、何れも作
者自身を思わせる人物である。台湾語や中国語、
日本語の飛び交う家庭環境で育てられる中での、
自分の名前が絡み合った文化、言葉やアイデン
ティティの葛藤を描き出した。また、日本植民地
時代や戦後の台湾社会の状況も織り込んだ。他に
も、手記の『たった一つの、私のものではない名
前my dear country』（2009）と小説「母のくに」
（2011）がある。

2．母語以外の可能性―日本語を表現手段とし
て

なぜ日本語で書くのか？リービ英雄は 17 歳の
時、新宿に家出した体験を機に、日本語の世界に
投げ込まれた。それ以来、アメリカで日本文学研
究や万葉集英訳などを行なう傍ら、日本の文壇と
も交流を保ち続けた。そして、中上健次から「お
まえも日本語で書け」との激励をうけ、日本語で
書き始めた。彼は、エッセイ集の『アイデンティ
ティーズ』（1997）の中では、自分の人生の「時代」
を区切る三つの言葉があると書いた。母国語とし

ての英語、子供時代の「第二母国語」としての中
国語、そして思春期からの「継母国語」としての
日本語。現在、彼は中国を訪ねる時に話し言葉と
しての中国語を使い、そこでの見聞や体験を日本
語で書き続けている。
リービの 17 歳から始まった日本語人生とは

違って、温は幼い頃から日本人と同じ学校教育を
受けてきた。彼女は、名前や家で両親の使う言葉、
入国管理局での手続きを除いて、自分の日本語や
身振りが普通の「日本人」と変わらない。しかし、
彼女は手記の中で「私は日本人じゃない、といつ
もどこかで思っていた。かといって、自分は台湾
人だ、とはっきり思っていたわけでもなかった」
という心情を吐露した。この揺れは、彼女の創作
意欲を掻き立てる原動力ともなっているであろ
う。彼女は、リービの「継母国語」に倣えて、日
本語を育ての母（語）のような「養母語」の存在
と言った。また、温は大学時代に改めて中国語の
習得を志し上海留学をする。そうした日本と台
湾、さらに留学先の中国上海での体験を通し感じ
た「外国人」のままでいる自分は小説の中に投影
されている。

3．描かれた台湾―小説の紹介

リービは 1993 年に初めて中国の北京を訪ねた
後、二作目以降の小説『天安門』（1996）、『国民の
うた』（1998）と『ヘンリーたけしレウィツキーの
夏の紀行』（2002）に亘って、詳細に台湾での記憶
を書き綴った。1950 年代後半、彼の一家は台中に
ある日本人が残した木造家屋に住んでいた。それ
は日本時代に建てられた中産階級以上向け住宅群
の「大和村」だが、戦後になって模範村と改称さ
れた。小説に描かれた台湾での記憶としては、高
い塀に囲まれた庭付きの家に、用人のラオ・シエ
や、よく家に出入りする国民党老将軍たち、さら
に家族を崩壊させる中国人女性までも触れてい
る。そして、彼の耳に入った「光復大陸」の音頭
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温又柔の初めての小説集『来福の家』（集英社、2011）が刊行された。



や、映画館で流した「三民主義」、父に「Mao is
crazy」と苛立たせた共産党の砲撃の描写からは、
冷戦時代の雰囲気がとてもリアルに伝わってく
る。彼は年譜やエッセイでは、台湾の家を「故郷」
「自分の家」と言い続けており、自らの中国語を
培った環境のみならず、両親が離婚する前の幸福
感を味わった場所でもあったとしている。
さて、一方で台湾生れ日本育ちの温は、台湾を
どう描いたのか。ここでデビュー作の「好去好来
歌」を取り上げてみよう。この小説は、主に女主
人公が日本で体験したアイデンティティの悩みや
言葉の葛藤に力点を置いて書かれているものの、
台湾への言及も多く見られる。両親の語りを通じ
て構築される「台湾」は、日本の植民支配や戦後
の国民党統治、田中角栄首相による国交断絶など
の特殊な政治状況を抱いている。また、そこに挿
入される母の家族の物語に描かれた、大陸からの
漢族移民と思わせる故里がない曽祖父、日本統治
時代に日本語の教育を受けた祖母、1950 年代に小
学校で中国語を強制された母親などの描写には、
台湾の複雑さがよく表現されている。温は、後の
「来福の家」や「母のくに」では、歴史の重みを減
らしたが、依然多様な角度で台湾との繋がりを題
材にしている。

終わりに

以上のように、リービ英雄と温又柔の創作活動

をみることで、この二人がなぜ日本語で書くか、
また何を書くかという疑問が解明されたのではな
いかと思う。また、リービや温にとっては、日本
語で書くこと自体がそれなりに重要な意味を持っ
ており、台湾は、二人の実人生や小説創作におい
て、リービの子供時代の記憶や温の両親の故郷と
して看過できない要素でもある。
リービ英雄の『星条旗の聞こえない部屋』（1992）
は、2011 年6月に英語版『A Room Where The
Star-Spangled Banner Cannot Be Heard: A Novel
in Three Parts』（2011 Columbia University
Press）と中国語版『聽不到星條旗的房間』1（2011
聯合文学）が同時に刊行された。現在、彼が日本
語で書いたものは日本人のみならず、翻訳を通し
てより広汎な読者に届けられている。つまり、彼
が海を渡って日本に移住し、日本語で書く作家を
志すとは正反対に、彼の小説は訳されて海を渡っ
て広がっていくのである。これは、まさに彼の主
張する日本の単一民族イデオロギーを超越した
「日本語の勝利」の頂点に達しているではないか
とも思えるのである。

1この訳書に収録したのは、「国民のうた」（1998）、
「星条旗の聞こえない部屋」（1987）と「千々にく
だけて」（2004）の三篇だが、原著の所収とは若干
違っている。

交流 2012.5 No.854

― 39 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


